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口寄せの巫歌
南部イ タ コの口寄せを 中心 として
小 田 和 弘
1.先行研究と問題の所在
柳田國男r巫 女考』(1913-14)1)を噛矢 とす る巫女の研究は、中山太郎r日 本巫女史』


















森県八戸地方の南部イタコ(南部は旧南部藩を指す)が 伝承する詞章を網羅 してお り、巫儀と
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『葵上』等の口寄せの場面では、巫女が 「寄 り人は今ぞ寄 りくる長浜の芦毛の馬に手綱ゆ りか
け」とうた うと死者が愚依 して語 りだす。この巫歌が神楽歌や田植歌における神迎えの歌と詞











口寄せは、神寄せ ・仏寄せ(地 獄探し)・極楽 ・仏送 り・神送 りの順で進行 し、それぞれ巫
歌によって構成されている。
極楽の巫歌を うた うと、イタコに死者が愚依 して クドキが始まる。死者は生前の名残 ・死後
の状況 ・家族の占いを語 り、口寄せに感謝 しつつ極楽浄土へと戻ってゆ く。
さて、紙幅の都合上、各部分において特徴的な巫歌を取 り上げて分析する。なお、口寄せの








〇三の弓をば 日本は六十六箇国のかずのす うさく 和光同塵まで請 じ入れ申さや
口寄せでは、す ぐに仏を寄せる(降 ろす)の ではなく、まず神々を口寄せの場に招 くことか
ら始まる。まず、弓を うち鳴らす様を うたいながら、村内の神から全国の神々まで地域を広げ
ながら招き寄せてゆ く。これはイタコを含む巫女がかつて弓(梓 弓)を うち鳴らしながら神寄
せ ・神降ろしを したことによる。現在では多 くのイタコは数珠を繰るだけだが、巫歌として弓
を うた うことによって同じ呪的効果を期待 している。続 く巫歌では、弓を含む各種の道具の由
来が うたわれる。






(本)この杖は いつこの杖ぞ 天にます 豊岡姫の 宮の杖なり 宮の杖なり
(末)逢坂を 今朝こえ くれば 山人の 我に くれたる 山杖そこれ 山杖そこれ
(杖、採物、「神楽歌」16))





いんや一 此ン の神楽はいつ くの舞人、山越えて、七山越えて 八山めの舞人
いんや一 此ン の水はいつ くの水と澤越えで、七澤越えで、七滝の水




○木弓まき弓槻の弓 すぎと(重藤)の 弓どはどの弓 あだたる(安達太郎)山 のはず
(彊)の弓 うらまされたんべや ちゑまされさうや
















○東方にも南方にも西方にも北方にも 志のもん じゃ(亡者)は ましますか まします
まらうどびと
ならば たんだ今夜の寄せ口に 会い給ひや客人人 つかせかへせは人間はば 呼ば
はば来い 招がばさと降 り 君やひらかで もりやたもとで わがで離れ し物語 りさ
うや
ところで、地獄探 しの詞章は、短詩形の巫歌を うた うよりも、地獄の情景を語る部分が多 く
なっている。地獄探 しの詞章について石川純一郎は、中世の語 り物類の文芸に見られる冥界遍






仏寄せ(地 獄探 し)において死者を捜索 した後、死者を降ろす(愚 依させる)ためには、直
前に 「極楽」と称する巫歌が うたわれる。この詳細については次章 「3.極楽の巫歌」で考察
する。
2.4.仏送 り ・神送 り
死者 の ク ドキが終わ ると、死者 と神 々を帰すために仏送 り ・神送 りの巫歌が うたわれ る。
はず






白石に神止まるな 王の目に神とどまるな 酒部屋に神とどまるな 戌亥の角に神とどまるな
香棚に神とどまるな 湯屋に神止まるな とうすめに神とどまるな
(神送 り、岩手県下閉伊郡土淵村野崎の神楽20))
このように、一つ一つ場所を数え上げながら、「とどまんな」と繰 り返 しうた うことによって、
招き降ろした死者や神々を送 りかえ してゆ く。
3.極 楽の巫歌
極楽の巫歌が うたわれると、死者がイタコに愚依 して語 り出す クドキが始まる。死者を愚依
させる直前に うたわれる極楽の巫歌は、口寄せにおいて最も重要かつ呪的であるといえる。
当章では、極楽の巫歌について詞章のバ リエーションを確認 し、周辺地域の行事および民謡
にみえる類歌と比較 しながら、その発想 ・表現を分析 し、特徴について考察する。
3.1.巫歌の種類
極楽の巫歌は、神(仏)寄せ ・神(仏)送りとは形式が異なっている。死者の種類によって固有
の巫歌が使い分けられてお り、1首(あ るいは以下のAを含む2首)が うたわれる。
以下に石川の資料と小井川 『いたこの伝承』21)所収の極楽の巫歌から重複を避けて掲げる。
うら
A:極 楽の 末木の枝に何がなる 南無阿弥陀仏の 六つの実はなる(祖 父母)
B:極楽の 御堂の前に七瀬川 七瀬も八瀬も渡る瀬や 親子に逢瀬一瀬なるもの
(父母)
C:極楽の ますえの水は鏡だな 鏡だばこそ より来る人の影は写さうや
(親類 ・兄弟)
D:極 楽の を りがけ垣 の梅の花 今朝吹 く風に 枝を離 され 花を倒 され 娑婆
へ集めて 娑婆へ戻さうや(若 い人)
E:極楽の 幼き者は色よき花を手に持ちて あげやひらごや物語 りさうや(童 子)
F:極楽の 死出の山に いかなるもん じゃをふみそめで い くとは見えず 戻らざる
もの(普 通の人)
G:極楽の 深山隠れの時鳥 姿は見えぬ 声ばか りさうや(普 通の人)
H:極楽の 恋 しき人に逢ふ時は 心の内になにを残さうや(恋 しい人)
1:極楽の 恋 しき人の墓なれば 見るより早 く 涙なるもの(恋 しい人)
J:極楽の わが来る里に来て見れば 持つべきものには数珠守 り 障 らんものには
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弓とうち竹(イ タコ)
K:極楽の 森か林か故郷は 故郷ならば 降 りて物語 りさうや(無 縁仏)
(以上 「口寄せ巫女伝承巫歌」:括弧の中は呼ぶ対象を表す。)
L:極楽の わが親は 世はさが しまに子をもちて 親のは弔わぬ 後を弔わるる
M:極 楽の 浜鹿川原に腰かけて 曇らぬ空に雨は降 りそ うや
N:極 楽の 盲 目神 肩にかげたる三味線箱 左の御手 に三味を持ち 右 の御手に
擾を持ち おおもしろや とほめであやつ る三味の音や おおもしろや とほめで
弾ずる琴の音や 七曜九曜の星も拝まざるもの 十五夜の月も拝まざるもの
0:極楽の 月 日の浄土に 花の極楽





祭 り」を実見 したが、そこの口寄せではイタコたちは多 くの依頼をこなすために神寄せ ・地獄
探 し・神送 りを省略 していた。 しか し、死者が降 りる直前には極楽の巫歌が うたわれていた。
極楽のすい木の枝にはなにがなる なもあみだぶつの六字がなる(舅 の場合)







ハァーイヤー(わが今 日の道呼ぶ)な んのみちよぶ ごくらくの こえでの えだには
なにがなる なむあみだぶつの ろ くじなる ゆ くらか こいゆ う まねがさどうろ
きた りそゆ うかな(ホ トケ呼び)。




父母 ・親 ・兄弟 ・若い人 ・幼児 ・恋 しい人 ・イタコ ・無縁仏等といった、死者の種類によって




極楽が描写 されているもの(ABDMO)、 そして極楽浄土から死者が降 りてくる様子を描
写するもの(FGJMNOP)や 死者の姿を描写するもの(CEN)が ある。このような極楽
浄土 ・死者の描写ではなく、口寄せの場に依頼者(遺 族 ・友人等)が 訪れた様子を うた うもの
(1)もある。このように情景を描 くことが死者を降ろすための呪的な表現となる。その上で
Dr娑婆へ戻さうや」、Er物 語 りさうや」、pr降 りで給われ」のように死者に向かって呼び














盆(ま たは七 日盆)に 墓前で行なわれる追善供養である。墓獅子は歌にあわせて墓前で歌にあ





桜木を うち割 り見れば何もなし 花の種とは何にをいふらん(花 を手向ける)
白銀を柄杓に曲げて水を汲む 水をば汲まぬさよにこそ汲む(水 を手向ける)
恋 しさに恋 しき人の墓見れば 涙でかいた石の塔婆よ(1)
恋 しさに我が古里を来て見れば 替らぬものは森と林よ(K・P)
恋 しさに恋 しき人を来て見れば 見るより早 くしぼる袖かな(1)
立つ時は我れ一人とは思ひども 死出の三途の連れは多 くそ
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闇の夜に帰かぬからすの声きけば 生れぬ先の父ぞ恋 しき母ぞ恋 しき
極楽の末木の枝に何がなる 南無阿弥陀仏の六つの字がなる(A)
我親はいかなる悪非に我れをなす 親をば問はぬ親に問はるN(L)














死出の山 如何なる お人が死にそめた 二度と還らぬ死出の山(F)
(鶏舞、『東北民謡集』26))
七月七 日はよき日なり 親のみ墓に立ち向かい
お墓参 りの その戻 り 雨の降らぬに しぼる袖(1)
前の榎に何がなる 南無阿弥陀仏の六字なる(A)
(仏壇念仏、七月、青森県上北郡下田町 『下田町誌』27))








極楽の つぼの枝に何が成る 南無阿弥陀仏 六字こそなる(A)
極楽の 恋 しき人の墓に来て 見るより早 く涙なるもの(1)
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無 きあ との 其 の名をか くし墓誌 し 見 るよ り早 く濡 るN袖 か な(1)
(神楽念仏、岩手県下 閉伊郡小本村 中里31))
シデノ山 イ カナル人 ガ フ ミソ メデ ユ ク トワミエ テ カイ ラザル モノ(F)
六道 ノ坪 ノウエキ ニ ナニナル 南無阿弥陀仏 ムツノギガナル(A)
仏 ケダチ イ マコソ マイル ナガハマサ アシケノコマニ タツナユ リカケ
サ ワイ ノ リ タマラン 水 ノ 影 ミレバ カゲモ カダヂ モ ナキ人 ガ クム
ナキ人 ノソ ノナヲ シユル ズ墓 印 ミル タ ビゴデニソ デヤナ ミダデ(1)
(塚うたい、岩手県下 閉伊郡下岩泉村32))
このよ うに極楽 の巫歌 のい くつかは、墓獅子や墓念仏を含む周辺地域 の念仏芸能 と関連 して
い る。 これ らの行事におけ る生者 と死者 の歌問答が、イ タコの口寄せにおいて死者を降 ろす直





まず、極楽 の巫歌Aと 類歌を掲げてお く。
うら
A:極 楽の 末木の枝に何がなる 南無阿弥陀仏の 六つの実はなる
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前の榎に何がなる 南無阿弥陀仏の六字なる
(仏壇念仏、七月、青森県上北郡下田町 『下田町誌』37))










さ一ても尊とや あ りがたの事やぞ 念仏六字は こじそ くなれど 功徳の多さよ
南無阿弥陀ン仏(歌 念仏 「近内六斎念仏」奈良県42))
このように南無阿弥陀仏の六字を讃えることは念仏芸能において当然であ り、極楽の巫歌A




柳田国男はr神 樹篇』において、柳や榎等の樹木が神事 ・祭事に関わる 「斎の木」としての
呪性を有 していることを指摘 してお り43)、渡邊昭五はさらに敷衛 して しのび踊 りから榎の樹下
とい う霊域における巫女の神降ろしの存在を推測 している44)。各地の念仏芸能における榎の歌






受けた巫歌も存在する。 しか し、やは り巫歌として取 り入れることには呪的 ・信仰的要素が う
かがえる。このことについて次の巫歌から考察する。
G:極楽の 深山隠れの時鳥 姿は見えぬ 声ばか りさうや45)






はいんや 我が君は(へ はいんや)深 山奥なるほととぎす(ひ んよう)人こそ しら
ぬ なくはたれゆえ 君ゆえよ 恋の踊よこれまでも
(役所第七番 「伊豆新島若郷大踊歌」47))
声はきけども、姿(は 見えぬ)様 は(我 は)ふ かのN、 きりべす
(浅間ぶし、『尾張船歌』48))
声はすれども姿は見へぬ、君は深山のきりぎりす(和 泉 『山家鳥虫歌』49))
これらは恋の歌あるいは恋の場の歌として うたわれている。そ うした機会のひとつに盆踊 り
がある。盆踊 りは死者を供養する機会であるとともに恋の場でもあった。この両面性がこの歌







郭公実冥土の鳥なれば 親のあ りかを語 りめされよ
(鶯踊、「伊予国北宇和郡津之浦いさ踊歌」53))
そらを、さいつる時鳥、まこと冥途の鳥なれば、世になき弟をたつねんと、地獄極楽、
見廻 りて……(盆 踊歌ささら節、三重県志摩郡 『但謡集』54))
このように、時鳥を冥土の鳥とみなして、亡き者の様子を尋ねる歌が各地の盆踊 りや念仏歌
に見えるが、これは口寄せの地獄探 しと同じ発想である55)。
冥土とこの世を往来 し、死者の声を語 り聞かせると信 じられている時鳥を うた うことは、口
寄せの巫歌としてふさわ しいものであろう。 しか し、その詞章は巫歌として創作されたもので
はなく、同じ発想に基づ く民謡から取 り入れられたものであった。さらにGの 巫歌について興
味深いことは、「姿は見えぬ 声ばか りさうや」の詞句である。 これまで挙げた事例のとお り、
この詞句は時鳥 ・キ リギリスを うた う民謡の常套表現であ り、恋の歌にも用いられている。だ
が、この詞句が口寄せの巫歌 として うたわれるとき、「姿は見えぬ、声ばか りさうや」 とい う
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まとめ
これまでの分析 ・考察を以下にまとめてお く。口寄せの構成と詞章は、その多 くが固有のも
のではなく、周辺地域で行なわれる山伏神楽や念仏芸能との関連が見られる。口寄せの構成は
山伏神楽と同様に神寄せ ・神送 りがあ り、詞章にも類似するものがある。だが、口寄せにおい








死者を降ろすとい う巫歌の機能にふさわ しい信仰 ・呪的な要素を持つ歌が取 り入れられている
のである。
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